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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 青年フェスティバル 所
管

教育委員会

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

青少年・スポーツ課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

その他

なし

24,200

477

２５年度

22,100

11,600

　

区内１１の青少年育成地区委員会が連携して、地域住民の手づくりによる合同事業を実施することにより、青少年の健全育
成を図り、区民の青少年健全育成に対する意識を高める。

（枚）参加募集チラシ配布

周知用ポスター・チラシ配布

（人）

12,250

450

1,200

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

事業運営委託　

[終了予定]

全部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

上野公園にて「青少年フェスティバル～下町っ子祭り～」を開催。各地区委員会や多くの中・高生ボランティアの協力により、
「ステージ出演」「屋台出店」「ゲームコーナー」「野外体験」などの多様な催しを通じ、子どもたちが地域の大人や遊びの楽し
さに触れ合う機会を提供する。

（人）

 [施　　策]

小・中・高生を中心とした青少年及び各地区委員会委員等

（枚）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

1,500

15,000

500

1,220

11,820

473

9,975

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

必要物品を最小限に抑えるなどして会場設営費や準備金について経費削減に取り組んでいる。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 6,440 7,489 6,683

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

各地区委員会での青少年健全育成活動だけでなく、全区的な取り組みとして役割を果たしており、地区委員
会相互の連携推進を図るなど地区委員会の活性化においても必要性は高い。

維持

評
価
結
果

毎年、中高生ボランティアが増加傾向にある。

4 イベント実施は青少年育成地区委員会連合会へ委託して行っているものである。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

中高生ボランティアが各地区や他団体と一緒に運営することで、地域と交流する機会となって
いる。また、各地区委員会の青少年育成活動の活性化にもつながっている。

会場が２年ぶりに上野公園となったため、会場設営や自転車整理等について検討を行い、十分な安全確保を図り、開
催した。

目的達成度 3

必要性

2,983

3,740 3,700

0

7,489 6,683

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

0

0 0

0

3,740 3,700

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

中高生ボランティア参加者

来場者数

指標の名称

3,749

0

6,440

　決算額　　(単位：千円) 3,740

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

2,700

3,740

0

0

0

22,00023,000


